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記後

後
　
記

　
池
井
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
暖
か
い
ご
指
導
に
対
し
て
、
執
筆
者
一

同
に
代
わ
っ
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
池
井
先
生
は
、
慶
磨
義
塾
に
お
け
る
日
本
外
交
史
研
究
の
伝
統
を

新
た
な
段
階
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
］
九
七
三
年
に
L
梓
な
さ
っ
た

『
日
本
外
交
史
概
説
』
は
全
国
の
外
交
官
試
験
受
験
者
の
バ
イ
ブ
ル
と

な
り
、
一
九
八
二
年
の
増
補
を
経
て
一
九
九
二
年
の
三
訂
に
至
る
ま

で
、
労
を
惜
し
ま
ず
改
訂
に
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
中
国
、
ア

メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
、
朝
鮮
半
島
と
い
う
日
本
の
重
要
な
隣
国

と
の
外
交
に
関
し
て
、
常
に
新
鮮
な
分
析
視
角
か
ら
、
明
治
維
新
以

降
戦
後
期
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
数
多
く
の
先
駆
的
研
究
を
発
表
な
さ

っ
た
。
さ
ら
に
、
日
米
野
球
交
流
史
を
解
き
明
か
し
た
名
著
『
白
球

太
平
洋
を
渡
る
』
を
出
版
な
さ
っ
て
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
外
交
史
を

統
合
し
た
新
た
な
分
野
を
開
拓
さ
れ
た
。
そ
の
間
池
井
先
生
は
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
在
香
港
日
本
総
領
事
館
、
再
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
そ
し
て
南
京
大
学
と
、
米
中
両
国
て
研
究
な
さ
り

教
鞭
を
お
と
り
に
な
っ
た
。

　
ま
た
池
井
先
生
は
、
日
本
内
外
で
実
に
幅
広
く
ご
活
躍
に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
に
関
す
る
ご
造
詣
は
改
め
て
繰
り
返
す
ま
て
も

な
い
。
教
育
、
社
会
問
題
か
ら
野
球
に
至
る
ま
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
た
池
井
先
生
も
印
象
深
い
。
数
多
い
社
会
へ
の
ご
貢
献
の

な
か
で
案
外
知
る
人
が
少
な
い
の
は
、
長
島
茂
雄
現
巨
人
軍
監
督
が

会
長
を
務
め
た
「
ウ
ェ
ー
ブ
ニ
○
O
O
」
の
副
会
長
と
し
て
、
世
界

の
子
供
達
の
交
流
と
福
祉
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
池
井
先
生
は
、
そ
の
話
術
と
お
人
柄
で
、

会
う
人
を
た
ち
ま
ち
「
池
井
フ
ァ
ン
」
に
し
て
し
ま
わ
れ
た
。

　
池
井
先
生
が
学
生
に
注
が
れ
た
愛
情
も
、
傍
か
ら
拝
見
し
て
大
変

ま
ぶ
し
く
み
え
た
。
一
九
八
六
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
池
井
ゼ
ミ
ニ

○
年
』
の
あ
と
が
き
に
、
か
つ
て
小
泉
信
三
先
生
が
戦
死
さ
れ
た
ご

子
息
を
偲
ん
だ
有
名
な
一
節
に
な
ら
い
、
「
再
び
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
ら
も
う
一
度
慶
鷹
義
塾
の
教
壇
に
立
ち
た
い
。
そ
し
て
君
達
の
よ

う
な
学
生
と
再
び
池
井
ゼ
ミ
を
開
き
た
い
」
と
お
書
き
に
な
っ
て
い

る
。
一
九
七
三
年
に
は
、
一
橋
大
学
の
細
谷
千
博
教
授
と
の
八
・
同
ゼ

ミ
を
基
礎
と
す
る
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
発
足
さ
せ
、
そ
れ
は
今
日
で
も

レ
大
学
合
同
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
続
い
て
い
る
。

　
池
井
先
生
は
慶
鷹
義
塾
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の

ご
退
職
で
慶
鷹
義
塾
に
は
大
き
な
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
が
、
今
後
の

先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
願
う
は
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
、
先
生
が
こ
れ
か
ら
も
慶
鷹
義
塾
を
暖
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
一
月
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